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【
報　

告
】中

央
大
学　

専
修
大
学　

日
本
大
学　

明
治
大
学　

企
画
展

　
「
近
代
日
本
の
幕
開
け
と
私
立
法
律
学
校
―
神
田
学
生
街
と
法
典
論
争
―
」
に
つ
い
て

中　

川　

壽　

之

は
じ
め
に

　

二
〇
一
四
年
一
月
二
四
日
（
金
）
か
ら
二
月
二
八
日
（
金
）
ま
で
明
治
大
学
博
物
館
特
別
展
示
室
に
お
い
て
、
中
央
大
学
、
専
修
大
学
、

日
本
大
学
、明
治
大
学
の
四
大
学
に
よ
る
企
画
展「
近
代
日
本
の
幕
開
け
と
私
立
法
律
学
校
―
神
田
学
生
街
と
法
典
論
争
―
」を
開
催
し
た
。

こ
の
展
示
は
、
一
八
八
〇
年
代
に
相
次
い
で
誕
生
し
た
私
立
法
律
学
校
に
つ
い
て
何
か
共
同
し
て
展
示
を
や
っ
て
み
た
い
、
と
い
う
四
校

の
大
学
史
関
係
者
の
思
い
が
き
っ
か
け
で
始
ま
っ
た
。
そ
こ
で
、
ま
ず
会
場
に
つ
い
て
明
治
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
の
尽
力
に
よ
り
前
記

の
特
別
展
示
室
を
確
保
い
た
だ
い
た
こ
と
か
ら
展
示
を
具
現
化
し
て
い
く
道
筋
が
つ
い
た
。
本
報
告
で
は
、
実
際
に
展
示
に
関
わ
っ
た
明

治
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
（
村
松
玄
太
氏
、阿
部
裕
樹
氏
）、専
修
大
学
大
学
史
資
料
課
（
瀬
戸
口
龍
一
氏
）、日
本
大
学
大
学
史
編
纂
課
（
松

原
太
郎
氏
）
そ
し
て
当
課
（
中
川
壽
之
）
の
五
人
に
よ
る
展
示
計
画
の
策
定
、
展
示
の
事
業
化
お
よ
び
そ
の
実
施
に
つ
い
て
概
要
を
ま
と

め
、
あ
わ
せ
て
展
示
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
結
果
に
つ
い
て
報
告
し
、
展
示
の
成
果
や
課
題
、
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

一　

展
示
計
画
の
策
定

　

会
場
の
目
途
が
立
っ
た
後
、
五
人
の
具
体
的
な
打
ち
合
わ
せ
が
始
ま
っ
た
の
は
二
〇
一
二
年
五
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
計
画
を
立
て
る
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に
あ
た
り
四
校
で
何
が
展
示
で
き
る
か
、
各
校
草
創
期
の
資
料
デ
ー
タ
を
持
ち
寄
っ
て
具
体
的
に
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。
打
ち

合
わ
せ
を
進
め
て
い
く
中
で
、
各
校
に
共
通
す
る
テ
ー
マ
と
し
て
第
一
に
四
校
が
何
れ
も
神
田
地
区
に
縁
が
深
い
こ
と
、
第
二
に
明
治

二
〇
年
代
に
起
こ
っ
た
法
典
論
争
に
関
わ
り
が
あ
る
こ
と
に
着
目
し
、
そ
の
二
つ
の
テ
ー
マ
に
視
点
を
あ
て
な
が
ら
、
明
治
維
新
を
社
会

的
な
背
景
に
し
て
各
校
の
起
源
か
ら
法
典
論
争
に
お
け
る
立
場
な
ど
に
つ
い
て
資
料
か
ら
迫
っ
て
い
く
こ
と
と
し
た
。
そ
し
て
、
最
終
的

に
展
示
構
成
は
、
一
．
神
田
学
生
街
の
形
成
（
日
大
・
松
原
氏
担
当
）、
二
．
明
治
維
新
と
文
明
開
化
―
法
律
学
校
創
立
者
た
ち
の
修
業

時
代
―
（
専
大
・
瀬
戸
口
氏
担
当
）、三
．
私
立
法
律
学
校
の
胎
動
（
明
大
・
村
松
氏
担
当
）、四
．
法
典
論
争
の
中
の
私
立
法
律
学
校
（
中
大
・

中
川
担
当
）、
五
．
私
立
法
律
学
校
の
ゆ
く
え
―
総
合
大
学
へ
の
道
―
（
明
大
・
阿
部
氏
担
当
）
の
五
章
立
て
と
し
、
そ
れ
と
は
別
に
「
神

田
と
学
生
」
と
い
う
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
る
こ
と
と
し
た
。

二　

展
示
の
事
業
化
と
実
施

　

展
示
構
成
が
ほ
ぼ
固
ま
っ
て
い
く
と
同
時
に
、
実
施
の
た
め
の
予
算
に
つ
い
て
検
討
に
入
り
、
各
校
五
〇
万
円
を
そ
れ
ぞ
れ
の
予
算
申

請
方
法
に
基
づ
い
て
二
〇
一
三
年
度
予
算
計
上
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
、総
額
二
〇
〇
万
円
を
目
途
に
設
営
、展
示
パ
ネ
ル
、ポ
ス
タ
ー
、

チ
ラ
シ
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
製
作
に
あ
て
る
こ
と
に
し
た
。
二
〇
一
三
年
度
に
入
り
展
示
設
営
と
パ
ネ
ル
等
の
製
作
に
つ
い
て
は
、
特
別

展
示
室
で
の
展
示
実
績
の
あ
る
東
京
ス
タ
デ
オ
に
、
印
刷
物
に
つ
い
て
は
各
校
か
ら
印
刷
見
積
を
と
っ
た
上
で
、
エ
ス
・
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
に
一
括
し
て
業
務
委
託
す
る
こ
と
と
し
た
。
な
お
各
業
務
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
各
校
ご
と
に
役
割
分
担
を
決
め
、
展
示
設
営
・
パ
ネ

ル
等
の
製
作
は
明
大
、
新
聞
社
や
自
治
体
へ
の
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
は
専
大
、
印
刷
物
は
日
大
と
中
大
が
そ
れ
ぞ
れ
担
当
す
る
こ
と
と
し
、

外
部
か
ら
の
資
料
借
用
や
後
援
依
頼
に
あ
た
っ
て
は
「
四
大
学
法
律
学
校
展
実
行
委
員
会
」
の
名
義
を
統
一
的
に
使
用
す
る
こ
と
と
し
た
。
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こ
の
よ
う
に
し
て
展
示
内
容
を
確
定
し
、
ポ
ス
タ
ー
・
チ
ラ
シ
案
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
原
稿
や
パ
ネ
ル
デ
ー
タ
の
作
成
へ
と
進
ん
だ
の

は
二
〇
一
三
年
九
月
か
ら
で
、
ポ
ス
タ
ー
・
チ
ラ
シ
は
同
年
一
一
月
に
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
翌
二
〇
一
四
年
一
月
に
完
成
し
、
パ
ネ
ル

等
は
設
営
時
に
納
品
さ
れ
た
。
各
費
用
は
ポ
ス
タ
ー
（
Ａ
２
判
、
二
〇
〇
枚
）
九
〇
、五
〇
〇
円
、
チ
ラ
シ
（
Ａ
４
判
、
三
、〇
〇
〇
枚
）

一
五
七
、四
五
〇
円
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
（
Ａ
４
判
・
一
六
頁
、
一
、〇
〇
〇
部
）
二
九
六
、一
八
〇
円
、
展
示
設
営
・
パ
ネ
ル
等
の
制
作
一
、

三
五
〇
、〇
四
六
円
、
総
額
一
、八
九
四
、一
七
六
円
（
一
校
当
た
り
四
七
三
、五
四
四
円
）
で
あ
っ
た
。
な
お
、
印
刷
物
の
発
送
は
全
国
大

学
史
資
料
協
議
会
や
後
援
依
頼
先
な
ど
に
つ
い
て
は
窓
口
を
明
大
に
一
本
化
し
、
そ
の
ほ
か
各
大
学
が
日
頃
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
資
料

提
供
者
等
へ
は
個
別
に
対
応
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

展
示
開
催
を
目
前
に
し
た
二
〇
一
四
年
一
月
二
〇
日
・
二
一
日
の
両
日
、
東
京
ス
タ
デ
オ
お
よ
び
明
治
大
学
博
物
館
学
芸
員
の
方
々
の

協
力
の
も
と
特
別
展
示
室
に
お
い
て
各
章
ご
と
に
展
示
担
当
者
が
設
営
作
業
を
行
い
、
準
備
が
完
了
し
た
。
そ
し
て
同
月
二
三
日
に
全
国

大
学
史
資
料
協
議
会
東
日
本
部
会
の
会
員
校
を
対
象
に
内
覧
会
を
実
施
し
、
翌
二
四
日
か
ら
展
示
会
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。
一
月
二
四
日
か

ら
二
月
二
八
日
ま
で
三
六
日
間
の
入
場
者
数
は
合
計
で
二
、五
三
二
人
で
あ
っ
た
。
会
期
中
、
二
月
一
日
に
は
午
前
と
午
後
の
二
回
、
展

示
担
当
者
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
を
試
み
た
。
展
示
会
場
の
模
様
と
展
示
資
料
に
つ
い
て
は
、
後
掲
の
写
真
と
展
示
品
一
覧
（
展
示

パ
ネ
ル
を
含
む
）
を
参
照
願
い
た
い
。
こ
の
た
び
の
資
料
展
示
で
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
穂
積
玲
子
氏
（
創
立
者
穂
積
陳
重
孫
穂
積
重
行

氏
夫
人
）、
穂
積
重
永
氏
（
穂
積
陳
重
曽
孫
、
玲
子
氏
御
長
男
）、
ま
た
菊
池
武
範
氏
（
創
立
者
菊
池
武
夫
曽
孫
）、
高
橋
照
子
氏
（
同
上

菊
池
武
夫
孫
）
を
は
じ
め
多
数
の
本
学
関
係
者
に
寒
い
中
を
お
越
し
い
た
だ
い
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
ご
来
場
の
皆
様
に
改
め
て
感
謝
申

し
上
げ
た
い
。
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三　

ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
結
果
に
つ
い
て

　

展
示
開
催
中
（
内
覧
会
を
含
む
）、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。
回
答
総
数
は
一
五
四
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
に
つ
い
て
、
設
問
事
項
に

沿
っ
て
以
下
に
分
析
結
果
を
ま
と
め
て
お
き
た
い
。
な
お
、
本
稿
一
三
〇
頁
か
ら
一
三
一
頁
に
円
グ
ラ
フ
を
掲
載
し
て
い
る
の
で
あ
わ
せ

て
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

　
（
１
）
見
学
者
（
年
代
別
）・
同
（
男
女
別
）

　

当
初
、
展
示
内
容
か
ら
年
配
の
方
々
の
見
学
者
が
多
い
の
で
は
な
い
か
と
予
想
し
て
い
た
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
す
る
と
、
一
〇

代
か
ら
三
〇
代
ま
で
が
三
〇
％
、
四
〇
代
か
ら
五
〇
代
が
三
二
％
、
六
〇
代
か
ら
八
〇
代
が
三
四
％
と
、
三
つ
の
年
代
層
で
見
る
と
、
ほ

ぼ
三
〇
％
平
均
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
大
学
が
学
年
末
試
験
か
ら
入
試
シ
ー
ズ
ン
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
学
生
の
見
学
者
が
少

な
か
っ
た
一
方
、
四
〇
代
の
見
学
者
が
二
〇
％
と
年
代
別
で
一
番
多
か
っ
た
。
こ
れ
は
御
茶
ノ
水
と
い
う
場
所
柄
、
社
会
人
の
方
々
が
気

軽
に
立
ち
寄
っ
て
く
れ
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
男
女
別
で
は
、
男
性
が
七
二
％
、
女
性
が
二
五
％
で
、
見
学
者
の
う
ち

ほ
ぼ
四
人
に
三
人
が
男
性
と
い
う
結
果
で
あ
っ
た
。

　
（
２
）
問
一　

展
示
会
を
ど
こ
で
知
り
ま
し
た
か
。

　

こ
の
設
問
に
は
（
ア
）
新
聞
・
雑
誌
で
見
て
、（
イ
）
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
見
て
、（
ウ
）
知
人
に
聞
い
て
、（
エ
）
そ
の
他
の
四
つ
の

小
問
が
あ
り
、
新
聞
・
雑
誌
が
一
五
％
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
二
〇
％
、
知
人
が
一
七
％
、
そ
の
他
が
四
五
％
で
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
、
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新
聞
・
雑
誌
に
つ
い
て
は
後
援
を
お
願
い
し
た
毎
日
、
朝
日
、
読
売
の
三
新
聞
の
ほ
か
東
京
新
聞
等
が
、
ま
た
展
示
情
報
を
掲
載
い
た
だ

い
た
情
報
雑
誌
「
東
京
人
」
の
名
前
が
挙
が
っ
て
い
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
は
、
主
に
各
大
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
情
報
源
で
あ
っ
た

こ
と
が
わ
か
っ
た
。
知
人
の
場
合
は
、
展
示
に
見
え
た
方
か
ら
の
口
コ
ミ
に
よ
る
も
の
で
、
そ
の
他
の
多
く
は
、
各
大
学
で
掲
示
し
た
ポ

ス
タ
ー
や
チ
ラ
シ
の
ほ
か
各
校
の
学
生
や
卒
業
生
向
け
の
雑
誌
あ
る
い
は
新
聞
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
。
ち
な
み
に
、
本
学
は
在

学
生
向
け
に
『
Ｈ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
Ｎ　

Ｃ
Ｈ
Ｕ
Ｏ
』、
ま
た
卒
業
生
に
向
け
て
「
学
員
時
報
」、
さ
ら
に
保
護
者
へ
も
『
草
の
み
ど
り
』
を
通

じ
て
展
示
開
催
前
に
そ
れ
ぞ
れ
二
回
ず
つ
展
示
案
内
を
広
報
室
、
学
事
部
父
母
連
絡
事
務
室
、
学
員
会
本
部
事
務
局
の
協
力
の
も
と
行
っ

た
。
大
学
広
報
誌
が
情
報
源
と
し
て
効
果
的
で
あ
る
実
態
が
窺
え
た
。

　
（
３
）
問
二　

印
象
に
残
っ
た
展
示
コ
ー
ナ
ー

　

五
章
立
て
の
展
示
に
つ
い
て
は
、
Ⅰ
神
田
学
生
街
の
形
成
が
八
％
、
Ⅱ
明
治
維
新
と
文
明
開
化
が
五
％
、
Ⅲ
私
立
法
律
学
校
の
胎
動
が

一
六
％
、
Ⅳ
法
典
論
争
の
中
の
私
立
法
律
学
校
が
二
四
％
、
Ⅴ
私
立
法
律
学
校
の
ゆ
く
え
（
神
田
と
学
生
を
含
む
）
が
一
〇
％
と
い
う
結

果
で
あ
っ
た
。
こ
の
数
字
か
ら
す
る
と
、
Ⅰ
や
Ⅱ
の
印
象
が
他
に
比
べ
て
薄
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
じ
つ
は
こ
の
Ⅰ
・
Ⅱ
は
一
つ
展
示

コ
ー
ナ
ー
に
ま
と
め
た
関
係
で
、
見
学
者
か
ら
す
る
と
一
つ
の
展
示
と
し
て
見
え
た
可
能
性
が
高
く
、
両
者
を
合
わ
せ
る
と
一
三
％
と
な

り
、
Ⅲ
や
Ⅴ
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
と
ほ
ぼ
同
等
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
Ⅳ
は
展
示
の
う
ち
で
最
も
広
い
ス
ペ
ー
ス
を
使
用
し
た
こ
と
も
あ

り
他
の
コ
ー
ナ
ー
に
比
べ
て
印
象
に
残
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
設
問
は
個
別
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
に
つ
い
て
の
印
象
を
回
答
い
た
だ

く
こ
と
を
想
定
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
に
関
わ
ら
ず
展
示
全
体
が
良
か
っ
た
と
い
う
声
も
一
四
％
に
の
ぼ
っ
た
。
こ
の
数
字
は
、

Ⅰ
か
ら
Ⅴ
ま
で
の
平
均
値
一
二
・
六
％
を
上
回
っ
て
お
り
、
全
体
を
通
し
て
熱
心
に
展
示
を
ご
覧
い
た
だ
け
た
も
の
と
思
う
。
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な
お
こ
の
設
問
で
は
印
象
に
残
っ
た
展
示
品
に
つ
い
て
も
記
入
を
お
願
い
し
た
が
、こ
れ
に
つ
い
て
は
、三
津
山
純
氏
デ
ザ
イ
ン
の
「
神

田
区
の
私
立
法
律
学
校
と
区
内
在
住
の
講
師
」
図
が
と
て
も
分
か
り
や
す
か
っ
た
と
い
う
感
想
や
色
鮮
や
か
な
「
明
治
廿
二
年
改
正
新
版　

官
立
私
立
東
京
諸
学
校
一
覧
」、大
き
く
引
き
延
ば
し
た
団
団
珍
聞
の
風
刺
画
（
パ
ネ
ル
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
ほ
か
、各
コ
ー

ナ
ー
の
原
資
料
に
つ
い
て
「
貴
重
な
資
料
を
手
軽
に
楽
し
め
る
と
こ
ろ
が
良
い
（
二
〇
代
女
性
）」
と
い
う
意
見
も
見
ら
れ
た
。
以
下
に

そ
の
他
の
意
見
、
感
想
か
ら
い
く
つ
か
紹
介
し
て
お
き
た
い
（
順
不
同
）。

（
ａ
）
地
図
、
写
真
、
実
物
資
料
な
ど
、
多
く
の
資
料
が
使
用
さ
れ
て
お
り
、
と
て
も
見
応
え
の
あ
る
展
示
で
し
た
。（
二
〇
代
女
性
）

（
ｂ
）
大
学
の
創
始
者
達
の
偉
業
を
資
料
と
と
も
に
知
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。（
二
〇
代
女
性
）

（
ｃ
）
一
般
に
は
難
し
い
内
容
も
分
か
り
や
す
く
解
説
さ
れ
て
お
り
、
大
変
良
い
印
象
を
受
け
た
。（
三
〇
代
男
性
）

（
ｄ
）
大
変
興
味
深
い
内
容
で
、
新
し
い
国
造
り
を
し
よ
う
と
い
う
意
気
込
み
が
感
じ
ら
れ
た
良
い
企
画
で
す
。（
六
〇
代
女
性
）

（
ｅ
）
法
律
制
定
と
大
学
が
深
く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
、
法
学
部
の
学
生
と
し
て
大
学
に
よ
り
興
味
が
わ
き
ま

し
た
。（
二
〇
代
女
性
）

（
ｆ
）
思
っ
た
以
上
に
多
く
の
資
料
が
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
て
、
や
は
り
大
学
連
携
の
展
示
は
迫
力
が
あ
る
と
思
い
ま
し

た
。（
四
〇
代
女
性
）

（
ｇ
）
明
治
初
期
の
各
学
校
の
創
立
の
頃
の
熱
気
を
感
じ
ま
し
た
。（
七
〇
代
男
性
）

（
ｈ
）
す
ば
ら
し
い
企
画
だ
と
思
う
。
各
校
の
歴
史
と
歩
み
を
現
在
の
学
生
に
も
伝
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
も
あ
る
。（
六
〇
代
男
性
）

（
ｉ
）
教
養
を
深
め
る
意
味
で
、
こ
の
よ
う
な
展
示
会
は
と
て
も
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。（
三
〇
代
男
性
）

（
ｊ
）
大
学
の
枠
を
超
え
た
展
示
で
良
か
っ
た
。（
三
〇
代
男
性
）
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（
ｋ
）
明
治
維
新
と
文
明
開
化
が
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。（
一
〇
代
男
性
※
中
学
生
）

（
ｌ
）
日
本
の
近
代
化
に
お
い
て
、
各
法
律
学
校
の
果
た
し
た
役
割
と
そ
の
ル
ー
ツ
を
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
て
、
良
い
企
画
で
あ
る
と

感
じ
た
。（
四
〇
代
男
性
）

（
ｍ
）
法
律
の
制
定
が
大
変
な
事
で
あ
っ
た
の
が
手
に
取
る
よ
う
に
わ
か
り
ま
し
た
。（
五
〇
代
女
性
）

（
ｎ
）
上
下
に
長
い
も
の
は
下
の
方
が
見
づ
ら
い
等
の
改
良
点
は
あ
り
ま
す
が
、非
常
に
良
い
企
画
展
（
四
大
学
共
催
）
だ
と
思
い
ま
す
。

（
五
〇
代
男
性
）

（
ｏ
）
大
変
興
味
深
く
、
面
白
い
企
画
で
し
た
。（
六
〇
代
男
性
）

（
ｐ
）
四
つ
の
学
校
の
卒
業
証
書
の
展
示
が
象
徴
的
で
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
が
表
れ
て
い
て
興
味
深
か
っ
た
。（
三
〇
代
女
性
）

（
ｑ
）
大
震
災
、
戦
後
で
当
時
の
資
料
は
殆
ど
焼
失
し
た
と
思
う
が
、
後
年
の
収
集
復
原
の
努
力
に
敬
意
。（
六
〇
代
男
性
）

（
ｒ
）
内
容
、
企
画
、
コ
ン
セ
プ
ト
が
大
変
素
晴
ら
し
い
。（
四
〇
代
男
性
）

（
ｓ
）
神
田
地
域
の
私
立
大
学
の
歴
史
が
大
変
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。
日
本
の
近
代
化
と
と
も
に
大
学
の
設
置
や
法
律
の
整
備
な
ど
が

な
さ
れ
た
お
か
げ
で
今
の
日
本
が
あ
る
こ
と
を
深
く
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。（
二
〇
代
男
性
）
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四　

お
わ
り
に

　

会
場
で
ご
記
入
い
た
だ
い
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
中
に
は
、
展
示
パ
ネ
ル
の
文
字
が
小
さ
く
見
に
く
か
っ
た
こ
と
や
神
田
学
生
街
と
法
典
論

争
の
二
つ
の
テ
ー
マ
が
ど
う
関
連
す
る
の
か
理
解
し
に
く
い
、
と
い
っ
た
ご
指
摘
も
あ
っ
た
。
前
者
に
つ
い
て
は
展
示
の
構
成
上
パ
ネ
ル

数
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ず
止
む
を
得
な
か
っ
た
と
は
言
え
、
展
示
コ
ー
ナ
ー
の
奥
行
き
か
ら
す
れ
ば
当
然
活
字
を
大
き
く
し
て
見
や
す

さ
に
配
慮
す
べ
き
で
あ
っ
た
と
反
省
し
て
い
る
。
ま
た
後
者
に
つ
い
て
は
、
法
典
論
争
に
当
時
の
学
生
が
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
た
か

と
い
う
こ
と
ま
で
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
で
、双
方
の
テ
ー
マ
を
う
ま
く
結
び
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。

こ
の
ほ
か
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
つ
い
て
も
会
場
用
が
早
い
段
階
で
品
切
れ
と
な
り
、
ご
来
場
の
皆
様
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
。
こ
の
場
を

借
り
て
お
詫
び
申
し
上
げ
た
い
。

　

始
ま
っ
て
み
る
と
、
あ
れ
や
こ
れ
や
課
題
の
残
る
点
も
多
々
あ
っ
た
が
、
中
央
、
専
修
、
日
本
、
明
治
の
四
大
学
が
個
別
大
学
の
枠
を

超
え
て
一
堂
に
会
し
初
め
て
試
み
た
今
回
の
展
示
を
無
事
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
幸
い
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
び
の
展
示
開
催
に
あ
た
っ
て

ご
協
力
賜
っ
た
学
内
外
の
関
係
各
位
、
ご
後
援
い
た
だ
い
た
千
代
田
区
、
神
田
古
書
店
組
合
、
全
国
大
学
史
資
料
協
議
会
東
日
本
部
会
、

朝
日
新
聞
社
、
毎
日
新
聞
社
、
読
売
新
聞
社
に
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
「
見
学
を
希
望
す
る
企
画
展
テ
ー
マ
」
と
い
う
問
い
に
は
、
今
回
の
よ
う
な
合
同
企
画
展
が
切
り
口
を
変
え
れ
ば
い
ろ

い
ろ
で
き
る
の
で
は
、
と
い
っ
た
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
。
四
大
学
に
よ
る
企
画
展
を
き
っ
か
け
に
し
て
今
後
ま
た
様
々
な
試
み
が
な

さ
れ
、
大
学
間
の
持
つ
歴
史
資
料
情
報
を
共
有
発
信
し
、
広
く
社
会
に
還
元
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
。

（
中
央
大
学
大
学
史
編
纂
課
嘱
託
）
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